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指示があるまで中を開いてはいけません。

途中で退室する場合………本試験種目終了後の問題集の持ち帰りを　　　　希望しない

専門（記述式）試験問題
注　意　事　項

1．解答時間は 1 時間です。

2．答案用紙の記入について
ア　答案は濃くはっきり書き、書き損じた場合は、解答の内容がはっき
り分かるように訂正してください。
イ　表側の各欄にそれぞれ必要事項を記入してください。
ウ　書ききれない場合は、裏面を使用してください。
エ　試験の公正を害するおそれがありますので、答案用紙の切取線より
下の部分に氏名その他解答と関係のない事項を記載しないでくださ
い。

3．この問題集は、本試験種目終了後に持ち帰りができます。

4．本試験種目の途中で退室する場合は、退室時の問題集の持ち帰りはで
きませんが、希望する方には後ほど渡します。別途試験官の指示に従っ
てください。なお、試験時間中に、この問題集を切り取ったり、転記し
たりしないでください。

5．下欄に受験番号等を記入してください。
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SDGs（持続可能な開発目標）をはじめ、持続可能性を重視する国内外の動きが広がり、食料・農林

水産業に対しても、気候変動対策や生物多様性等への配慮などが社会的に求められている。

食料・農林水産分野では、令和 3年 5月に「みどりの食料システム戦略」（農林水産省）が決定され、

食料・農林水産業の生産力向上と持続可能性の両立をイノベーションで実現させるため、生産、加工、

流通、消費など各段階での取組を進めることとなっている。

⑴　我が国の食料・農林水産業が直面する持続可能性に関する課題について、具体的な例を挙げ、そ

の背景となる現状を含め説明しなさい。

⑵　⑴で挙げた課題に対して、個人や個別事業者ではなく、国として行うべきとあなたが考える施策

について具体的に述べなさい。

なお、解答は現在の農政の方向に合致するものでなくとも差し支えない。




